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特集：社会とリスク

「あなた自身の安全のため歩道にとど
まって」強制的な立ち入り禁止は避け、
リスク覚悟で断崖に近い草地に入ること
は許している。（テニアン島）

「危険 不発弾に近づくな」とい
う警告板（テニアン島）

ハワイ島のヒロの町と橋でつながってい
るココナッツ・アイランドでは樹の幹に

「落ちてくるココナッツと葉に気をつけ
て」と記した CAUTION（注意書き）が
打ち付けてあった。
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活発な噴火活動を繰り返している
ハワイ島マウナロア火山を訪れる
度に興味深い立札に出会ってきた。
海沿いの溶岩原に敷かれた車道を
行くと、真新しい溶岩の手前に立札
があった。「これより先はきわめて
危険。溶岩丘は前兆なしに崩れ、激
しい蒸気爆発をもたらす」と警告し
ている。DANGER の部分が焼けた
だれ、立札自体がリスクを体現して
いる。

数年後に訪れると、もう少し手前
に車止めがあり、「救助員はいない。
ここより先は火山ガスなどの危険
があるかもしれません」という立札
があった。以前の車止めの立札が首
まで溶岩に埋まっていた。

それでも進入禁止になっているわ
けではない。車を降りた観光客たち
はどんどん溶岩原に入っていく。そ
こには「命にかかわるかもしれませ
ん」とおどかすような注意書きの立
札もあった。はるかに溶岩が海に注
いで白煙を上げているのが見えた。

みなさんの身の回りや旅行先で興味深い立札・警告板を目にさ
れましたら、カメラに収めて送信していただければ幸いです。
vx6s-tkb@asahi-net.or.jp
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秋田駒ヶ岳のスミレ
上野 紘機

オオバキスミレ。雪の多い日本海側に
多いスミレで、名前通り葉がスミレに
しては大きい。

ムシトリスミレ。これはスミレの仲間
ではないが、花がスミレに似ているの
でこの名がある。

キバナノコマノツメ。スミレの仲間で
スミレという名前がつかない唯一の種
である。黄花のスミレで、主として高
山・亜高山に生える。

真っ白な花をつけるウスバスミレ。
やや花期を過ぎていたため、ちょっ
とみすぼらしい姿だった。
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池の周りにはサクラソウ科の
ヒナザクラが群生。

ミヤマスミレ。花期のピークを過ぎて
いてやや花色がくすんでいたが、紛れ
もない高山性のミヤマスミレだ。

礫地にはタカネスミレの大群落が広がる。

1-2 株タカネスミレと一緒に咲く
コマクサも見られた。


